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第5章 水道事業の理想像と目標設定 

5-1 理想像 

将来の厳しい事業環境の中にあっても、引き続き安心・安全な水道へと改善を

進め、さらにこれを持続・向上させていくことが必要になります。そのため、鳩

山町水道事業の「あるべき姿（理想像）」は前回の鳩山町水道ビジョンと同様の

『安定した給水の確保と健全な事業運営』と設定します。 

 

5-2 基本目標 

厚生労働省の「新水道ビジョン」では、水道事業の理想像の実現のために、「安

全」・「強靭」・「持続」の 3 つの観点から目標を整理することを示しています。 

本町においても、前節で掲げた理想像『安定した給水の確保と健全な事業運営』

を実現するために、達成すべき目標を前述の観点で整理し、以下の基本目標を定

めました。 

 

安全：快適に使える安全な水道 

強靭：災害時でも頼れる強靭な水道 

持続：いつまでも持続する水道 

 

5-3 基本方針と実現方策 

5-2 基本目標と 4-3 で整理した課題を基に、6 つの基本方針と 17 の実現方策

を策定しました。図 5-1 に今回計画と前回計画の施策を比較した施策体系図を

示します。前回計画から継続すべきものは変更しながらも継続しつつ、特に健全

経営に関連する施策については強化する方針で施策を策定しました。そのため、

基本方針の中でも重要な課題を抱えている「(4)健全な経営の維持」を重点方針

として設定しました。 

次章の第 6 章からは、今回計画の基本目標ごとに基本方針、実現方策、具体的

な事業、事業のスケジュールについて示します。 
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図 5-1 前回計画の施策体系と今回計画の施策体系 

分類 目標 実現方策 実現方策 基本方針 目標 分類

(1)池田浄水場の改修 ① 池田浄水場の適正な管理

(2)受水槽の指導の徹底 ② 受水槽指導の徹底

(1)水需要の見込み 本計画では毎年度

(2)企業立地による需要水量の増加

(3)水源水量の把握

(4)耐震性の把握 ① 管路の耐震化

(5)バックアップ機能の充実

(6)緊急用貯水槽の設置

③ 応急給水体制の強化

④ 応急復旧体制の確立

① 水源の適正管理

(8)老朽管の更新

(9)配水管の整備

(10)電気機械設備の更新 ③ 施設・設備の維持管理

(11)危機管理マニュアルの整備

(1)利益の確保 ① 運営の効率化

(2)中期経営計画の策定

(3)運転管理

(4)技術の継承 ③ 職員の確保と技術の継承

(5)水道施設の跡地の活用 水道法改正

(6)保安設備の整備 完了済み

(7)お客様サービスの充実

(1)省エネルギーの推進

および自然エネルギーの利用
① 高効率機器への更新

(2)建設副産物の有効利用 ② 浅層埋設の推進

(3)有効率の維持

安定
2.いつでも

供給される水道

(2) 災害対策

災害時でも

頼れる

強靭な水道

強靭
② 災害時の給水確保

(7)応急給水・応急復旧資材の備蓄

(3) 安定した

　  給水の継続

いつまでも

持続する水道
持続

② 計画的な管路の更新

④ 需要に合わせた管網整備

環境
4.環境に配慮した

水道

(6) 環境への配慮

持続

安心
1.安心して

飲める水道
(1) 安全な水の給水

快適に使える

安全な水道
安全

3.町民とともに

築く水道

健全に経営し

続ける水道

(4) 健全な

　   経営の維持

② 経営戦略に基づく財政計画の見直し

④ 広域化及び官民連携の検討

① お客様サービスの充実
(5) 町民との

　  連携の推進

継続 一部変更して継続 強化 新規
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